
















要約:1.鳥取県における出産例の奇形発生頻度を、1974 年から 1989 までの 16 年間、35 種

のマーカー奇形について報告した。奇形発生でとくに目立った増加を示すものはなかった。

2.モニタリングシステムの拡大、変遷に準じて、4 年毎 4 期に集中した結果、モニタリン

グ奇形を有した児の合計頻度は、出産10,000 対 82.1 から 105.3 であった。マーカー奇形

のそれぞれにおいて、4 期に共通した傾向は認められなかった。期別に若干の変動がうか

がえた項目としては、例えば、無脳症31 例は 4期合計で出産 10,000 対 4.5 で、各期別に

は 7.8、5.1、4.1、3.1 と減少傾向にあった。二分脊椎症 34 例、4.9 を期別にみると、7.8、

1,7、5.0、5.3 で 2期が少なかった。ダウン症候群 73 例は、4期合計で 10.6、期別では 8.8、

11.1、9.5、12.3 と減少傾向は認めなかった。


